
雑

報

(
一)
定
例
研
究
会

〇
第
三
二
一
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日

(

木)

一
七
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

日
本
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
教
会
の
役
割
―
首
都

圏
Ａ
地
域
で
の
調
査
を
も
と
に
し
て｣

三
浦

綾
希
子

(
本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

〇
第
三
二
二
回

二
〇
一
七
年
二
月
二
一
日

(
火)
一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

叢
書

『

学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
探

求』

を
め
ぐ
る
合
評
と
学
際
研
究
の
発
展
に
向
け
て｣

近
藤

良
享

(

本
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授)

(

二)

学
術
講
演
会

〇
第
一
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
一
日

(

金)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ポ
ス
ト
リ
ー
ク
ア
ン
ユ
ー
の
文
化
制
度
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
検
閲
制
度
を
題
材
に
し
て｣

川
崎

賢
一

(

駒
澤
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部
教
授)

〇
第
二
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
五
日

(

火)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

代
議
制
民
主
主
義
と
政
治
参
加｣

待
鳥

聡
史

(

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授)

(

三)

研
究
部
会

〇
英
連
邦
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
四
月
二
日

(

月)

一
八
時
よ
り

一
四
号
館
二
階
国
際
学
専
攻
会
議
室

叢
書
出
版
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
と
今
後
の
活
動
に
関
す

る
検
討
会

◆
第
二
回

二
〇
一
七
年
一
月
一
六
日

(

火)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

今
年
度
の
活
動
報
告
と
次
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
検

討個
別
報
告

｢

観
光
、
学
び
、
そ
し
て
平
和
―
―
ゴ
ジ
ェ
島

捕
虜
収

容
所
の
事
例｣
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金

敬
黙

(

早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
教
授)

｢

市
場
の
再
帰
性

英
国
と
マ
ル
タ
の
市
場｣

中
西

眞
知
子

(

本
学
経
営
学
部
教
授)

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
九
月
四
日

(

日)

〜
一
一
日

(

日)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
博
物
館
、
プ
ラ
ナ

カ
ン
博
物
館

(
ヒ
ア
リ
ン
グ)

・
ア
ジ
ア
文
明
博
物
館
・

M
inistry

of
N
ational

D
evelopm

ent
(｢

宗
教
の
調

和｣

展)

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
六
日

(
木)

東
京：

国
立
国
会
図
書
館

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
一
二
月
九
日

(

金)

〜
一
〇
日

(
土)

横
浜：

横
浜
開
港
資
料
館

◆
第
四
回

二
〇
一
七
年
二
月
二
一
日

(

火)

〜
二
六
日

(

日)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル：

国
立
大
学
・
最
高
裁
判
所
資
料
展
示
室
・

下
級
裁
判
所
裁
判
傍
聴
等

◆
第
五
回

二
〇
一
七
年
二
月
二
三
日

(

木)

〜
三
月
七
日

(

火)

マ
ル
タ
共
和
国：

市
場
調
査

◆
第
六
回

二
〇
一
七
年
二
月
二
三
日

(

木)

〜
二
月
二
六
日

(

日)

香
港
・
マ
カ
オ：

香
港
大
学
・
香
港
歴
史
博
物
館
・
マ
カ

オ
世
界
遺
産

〇
ロ
シ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
九
六
回

二
〇
一
六
年
五
月
一
〇
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

生
誕
二
〇
〇
周
年
記
念
学
会
に
お
け
る
レ
ー
ル
モ
ン
ト

フ
研
究
の
動
向｣

山
路

明
日
太

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
九
七
回

二
〇
一
六
年
七
月
一
二
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

現
代
ロ
シ
ア
を
め
ぐ
る

『

権
威
主
義
国
家』

論
と

『

社

会
国
家』

論

｢

権
威
主
義
国
家
論｣

を
中
心
に｣

松
田

昇

(

本
学
名
誉
教
授)

◆
第
九
八
回

二
〇
一
六
年
九
月
一
三
日

(

火)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢
ロ
シ
ア
に
お
け
る
語
族
間
の
比
較
に
基
づ
く
言
語
系
統
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論
と
そ
の
再
評
価
の
背
景｣

佐
藤

規
祥

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
九
九
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
八
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

旧
ソ
連
と
現
代
ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
利
用

の
比
較｣

ペ
ト
リ
シ
ェ
ヴ
ァ
・
ニ
ー
ナ

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准

教
授)

◆
第
一
〇
〇
回

二
〇
一
六
年
一
月
一
〇
日

(
火)

一
九
時
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所

｢

《
宗
教
改
革
》
と
ロ
シ
ア－

宗
教
改
革
五
〇
〇
年
に
合
わ

せ
て｣安

村

仁
志

(

本
学
学
長)

◆
第
一
〇
一
回

二
〇
一
六
年
三
月
一
四
日

(

火)

一
六
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

四
島
返
還
論
の
起
源
：
日
ソ
国
交
正
常
化
交
流
と
日
米

関
係｣溝

口

修
平

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

〇
台
湾
研
究
部
会

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
八
月
二
五
日

(

木)

・
二
六
日

(

金)

国
史
館
台
湾
文
献
館

『

第
九
届
臺
灣
總
督
府
�
案
學
術
研

討
會』

に
て
報
告

｢

引
継
文
書
か
ら
み
る
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
―
旧
県

文
書
と
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
の
事
例
か
ら
―｣

東
山

京
子

(

本
研
究
所
研
究
員)

｢

日
本
治
台
与
対
外
宣
伝
―
以
一
九
一
一
年
徳
勒
斯
登
万

国
衛
生
博
覧
会
為
例
―｣

鈴
木

哲
造

(

本
研
究
所
研
究
員)

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
三
日

(

木)

〜
一
七
日

(

月)

国
立
嘉
義
大
学
に
お
け
る
第
一
二
届

｢

嘉
義
研
究｣

国
際

学
術
研
討
会
に
招
聘

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
九
月
二
八
日
〜
三
〇
日

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
て
講

演

｢

台
湾
総
督
府
文
書
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー

ズ｣

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)
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◆
第
四
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
三
日

(

月)

日
台
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

東
ア
ジ
ア
国
際
社
会
の
な
か

の
日
本
と
台
湾｣

を
開
催

本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
五
号
館
五
六
三
教
室

司
会

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

第
一
部

日
本
統
治
下
台
湾
の
政
治
と
社
会

｢

台
湾
総
督
府
医
学
系
官
僚
に
お
け
る
学
歴
と
学
閥｣

鈴
木

哲
造

(
本
研
究
所
研
究
員)

｢

運
動
競
技
と
文
化
政
治
―
一
九
三
〇
年
代
の
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

野
球
史
を
事
例
と
し
て
―｣

謝

仕
淵

(

国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
副
研
究
員)

｢

台
湾
農
村
に
お
け
る
社
会
教
化
組
織
の
運
営
実
態
―
台

湾
歴
史
博
物
館
所
蔵
陸
李
盈
日
記
を
事
例
と
し
て
―｣

陳

怡
宏

(

国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
助
理
研
究
員)

｢

日
本
統
治
期
台
湾
の
文
書
保
存
と
官
僚｣

東
山

京
子

(

本
研
究
所
研
究
員)

第
二
部

戦
後
台
湾
の
政
治
と
社
会

｢

台
湾
の
政
治
シ
ス
テ
ム｣

京

俊
介

(

本
学
法
学
部
准
教
授)

｢

ア
メ
リ
カ
の
援
助
と
台
湾
経
済
に
つ
い
て
の
再
検
討｣

李

為
�(

国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
副
教
授)

｢

二
二
八
事
件
を
め
ぐ
る
歴
史
清
算
問
題｣

薛

化
元

(

国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
教
授)

｢

東
ア
ジ
ア
安
全
保
障
環
境
と
日
台
関
係｣

佐
道

明
広

(

本
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

◆
第
五
回

二
〇
一
七
年
二
月
二
五
日
〜
三
月
一
日

国
立
政
治
大
学
、
国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
と
の
学
術
交
流

国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
講
演

｢

移
行
期
の
和
解
論
―
二
二
八
記
念
碑
の
国
際
的
意
義｣

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

｢

台
湾
近
現
代
与
国
際
政
治｣

台
日
国
際
学
術
研
討
会

司
会

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

薛

化
元(

国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
教
授)

第
一
部

｢

ボ
ー
ダ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
〜
日
本
か
ら
台
湾
へ
〜｣

古
川

浩
司

(

本
学
法
学
部
教
授)

｢

日
本
の
安
全
保
障
政
策
と
台
湾｣

佐
道

明
広

(

本
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

｢

先
住
民
族
と
は
誰
か｣

小
坂
田

裕
子

(

本
学
法
学
部
准
教
授)

｢

自
由
民
主
主
義
体
制
下
に
お
け
る
表
現
規
制
立
法
の
政

治
的
メ
カ
ニ
ズ
ム｣

京

俊
介

(

本
学
法
学
部
准
教
授)
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第
二
部

｢

近
代
日
本
に
お
け
る
公
文
書
管
理｣

矢
切

努

(

本
学
法
学
部
准
教
授)

｢
殖
民
遺
緒
如
何
存
在
？
―
論
戦
後
初
期
台
湾
俸
球
史
中

的

｢
日
本｣｣

謝

仕
淵

(

国
立
台
湾
歴
史
博
物
館
副
研
究
員)

｢

台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
管
理｣

東
山

京
子

(
本
研
究
所
研
究
員)

｢

日
本
の
台
湾
統
治
と
対
外
宣
伝
―
一
九
一
一
年
ド
レ
ス

デ
ン
万
国
衛
生
博
覧
会
を
事
例
と
し
て
―｣

鈴
木

哲
造

(

本
研
究
所
研
究
員)

第
三
部

総
合
討
論

李

衣
雲

(

国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
副
教
授)

林

果
顕

(

国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
副
教
授)

李

為
�(

国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
副
教
授)

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
二
月
二
一
日
・
二
二
日

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
と
の
学
術
交
流

研
究
打
ち
合
わ
せ
会
議

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
八
月
二
五
日

(

木)

〜
九
月
四
日

(

木)
国
立
台
湾
図
書
館

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
て
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
三
日

(

水)

〜
二
七
日

(

日)

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
て
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂

〇
東
ア
ジ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
三
〇
日

(

水)

｢

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
非
植
民
地
域
の
研
究｣

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日

(

金)

〜
二
三
日

(

月)

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
国
立
博
物
館

他

(

四)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〇
公
文
書
研
究

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
四
月
一
一
日

(

月)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室
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◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
七
月
一
八
日

(

月)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
九
月
八
日

(

木)

一
七
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
四
回

二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日

(

火)

一
七
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
五
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
四
日

(
火)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
六
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
七
日

(

月)

一
七
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
七
回

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
二
日

(

月)

一
七
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
八
回

二
〇
一
七
年
一
月
一
六
日

(

月)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
三
月
三
日

(

金)

〜
四
日

(

土)

三
重
県
総
合
博
物
館
・
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館

〇
大
学
と
地
域
社
会
連
携
の
た
め
の
研
究
・
教
育
モ
デ
ル
の
構

築・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
五
月
一
六
日

(

月)

一
七
時
よ
り

研
究
所
会
議
室

今
年
度
の
活
動
方
針
に
関
し
て

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
六
月
七
日

(

火)

一
八
時
よ
り

研
究
所
会
議
室

合
評
会
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
七
月
十
一
日

(

月)

一
八
時
よ
り

ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル

『

大
学
と
地
域
社
会
の
連
携
の
た
め
の
教
育
・
研
究
モ
デ

ル
の
構
築』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

大
学
×
地
域

し
ゃ
べ
り
場

二
〇
年

度
の
私
た
ち
の
地
域
社
会
の
た
め
に｣
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・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
〇
日

(

日)

〜
二
一
日

(

月)
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部

研
究
打
ち
合
わ
せ

◆
第
二
回

二
〇
一
七
年
一
月
九
日

(

月)

〜
一
〇
日

(

火)

金
沢
星
稜
大
学

調
査
・
地
域
連
携
事
業
に
係
わ
る
意
見
交
換

◆
第
三
回

二
〇
一
七
年
三
月
六
日

(
月)
〜
七
日

(

火)

大
阪
成
蹊
大
学
査
読
会
議
・
大
阪
鶴
橋
に
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

一
橋
大
学
に
て
教
育
と
社
会
研
究
会
参
加

◆
第
四
回

二
〇
一
七
年
三
月
二
二
日

(

水)

〜
二
五
日

(
土)

相
模
原
市
役
所
・
川
崎
市
役
所
・
横
浜
市
役
所
に
て
・
地

域
連
携
事
業
に
係
わ
る
調
査

◆
第
五
回

二
〇
一
七
年
三
月
二
三
日

(

木)

〜
二
九
日

(

水)

モ
ロ
ッ
コ
・
フ
ェ
ス
に
て
観
光
業
お
よ
び
そ
の
従
事
者
に

つ
い
て

◆
第
六
回

二
〇
一
七
年
三
月
二
五
日

(

土)

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
に
て

日
本
教
育
社
会
学
会

第
五
回
若
手
研
究
セ
ミ
ナ
ー
参
加

◆
第
七
回

二
〇
一
七
年
三
月
二
六
日

(

日)

十
四
時
よ
り

東
京
・
谷
中
区
民
館

日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
考
察
す
る
講
演
会
及

び
訪
朝
報
告
会
参
加

◆
第
八
回

二
〇
一
七
年
三
月
二
七
日

(

月)

十
六
時
よ
り

一
橋
大
学
に
て
Ｃ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
研
究
会
参
加

・
地
域
社
会
と
の
連
携
事
業

二
〇
一
六
年
六
月
五
日

(

日)

、
七
月
三
日

(

日)

、
八
月

七
日

(

日)

、
九
月
四
日

(

日)

、
十
月

二
日

(

日)

、
十
二
月
四
日

(

日)

、

二
〇
一
七
年
二
月
五
日

(

日)

、
三
月
十
二
日

(

日)

豊
田
市
保
見
団
地
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
カ
フ
ェ
を

｢

保
見

団
地
を
活
性
化
す
る
会｣

と
共
催
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〇
日
本
の
国
境
警
備
論
の
構
築

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日

(

土)

一
四
時
三
〇
分
よ
り

九
号
館
九
二
二
教
室

｢

く
に
ざ
か
い
・
地
域
・
ツ
ー
リ
ズ
ム｣

田
中

輝
美

(

ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
山
陰

中
央
新
報
記
者)

高
田

喜
博

(
公
益
社
団
法
人
北
海
道
国
際
交
流
・
協

力
総
合
セ
ン
タ
ー)

山
上

博
信

(

名
古
屋
こ
ど
も
専
門
学
校)

濱

桜
子

(

エ
ム
・
オ
ー
・
ツ
ー
リ
ス
ト)

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
九
月
一
九
日

(

月)

〜
二
二
日

(
木)

標
津
町
役
場
・
羅
臼
海
上
保
安
署
・
根
室
市
役
所

北
海
道
根
室
地
域
調
査

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
五
日

(

火)

〜
三
一
日

(

月)

境
界
地
域
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クJA

P
A
N
(JIB

SN
)

設
立
五
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

横
浜
海
上
保
安
部
・
小
笠
原
総
合
事
務
所
・
小
笠
原
海
上

保
安
署
・
小
笠
原
村
役
場

東
京
都
小
笠
原
地
域
調
査

◆
第
三
回

二
〇
一
七
年
二
月
一
五
日

(

水)

〜
一
八
日

(

土)

長
崎
海
上
保
安
部
・
五
島
海
上
保
安
署
・
五
島
市
役
所

長
崎
県
五
島
地
域
調
査

〇
言
説
分
析

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
十
二
月
一
六
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
方
針
と
今
後
の
展
開

研
究
の
近
況
報
告

｢

言
説
分
析｣

と
い
う
テ
ー
マ
と
各
メ
ン
バ
ー
の
研
究
の

関
連
性
に
つ
い
て

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
七
年
三
月
二
五
日

(

土)

〜
三
一
日

(

金)

南
京
大
学
・
上
海
図
書
館

126



〇
竹
炭

(

人
口
知
能
高
等
研
究
所
・
体
育
研
究
所
・
社
会
科
学

研
究
所
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

二
〇
一
五
年
度
分

・
活
動
内
容

◆
第
一
回

二
〇
一
五
年
八
月
二
〇
日

(

木)

竹
炭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
新
聞
取
材

◆
第
二
回

二
〇
一
五
年
九
月
二
六
日

(

土)

二
本
松
市
復
興
支
援
事
業
協
同
組
合
と
共
同
で
竹
炭
含
浸

セ
シ
ウ
ム
吸
着
袋
を
使
っ
た
防
火
水
槽
除
染
実
験
実
施

◆
第
三
回

二
〇
一
五
年
一
一
月

福
岡
、
柳
川
の
浄
化
の
た
め
、
柳
川
市
役
所
と
共
同
で
水

路
に
竹
炭
を
設
置

◆
第
四
回

二
〇
一
六
年
二
月
八
日

(

月)

竹
炭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

◆
第
五
回

二
〇
一
六
年
三
月
一
日

(

火)

竹
炭
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
吸
着
効
果
に
つ
い
て
、
新
聞
発

表

◆
第
六
回

二
〇
一
六
年
三
月
九
日

(

月)

材
料
学
会
東
海
支
部
発
表
会
で
竹
炭
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
吸

着
実
験
に
つ
い
て
発
表

◆
第
七
回

二
〇
一
六
年
三
月
二
三
日

(

水)

竹
炭
の
下
水
道
へ
の
応
用
及
び
下
水
道
展
へ
の
出
展
に
向

け
て
の
打
ち
合
わ
せ
会
議

二
〇
一
六
年
度
分

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
日

(

日)

〜
四
日

(

火)

九
州
柳
川
市
、
八
女
市
に
お
い
て
、
竹
炭
製
作
工
場
、
竹

炭
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
工
場
等
視
察
。

・
活
動
内
容

◆
第
一
回

第
二
六
回

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
秋
季
大
会

M
E
S2016

(

名
古
屋)

二
〇
一
六
年
九
月

｢

ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
で
作
製
し
た
竹

炭
に
よ
る
水
溶
液
中
で
の
セ
シ
ウ
ム
・
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

の
吸
着
特
性｣
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◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
日

(

日)

〜
四
日

(

火)

九
州
柳
川
市
、
八
女
市
に
お
い
て
、
竹
炭
製
作
工
場
、
竹

炭
ブ
ロ
ッ
ク
製
作
工
場
等
視
察

◆
第
三
回

第
一
回

人
間
生
活
環
境
学
会
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム

(

名
古

屋)

二
〇
一
六
年
一
〇
月

｢

孟
宗
竹
を
炭
化
し
た
竹
炭
の

セ
シ
ウ
ム
・
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
吸
着
特
性｣

◆
第
四
回

第
四
三
回
炭
素
材
料
学
会
年
会

(

千
葉)

二
〇
一
六
年
一

二
月

｢

竹
炭
の
炭
化
条
件
に
よ
る
セ
シ
ウ
ム
・
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
の
吸
着
特
性｣

◆
第
五
回

第
四
三
回
炭
素
材
料
学
会
年
会

(

千
葉)
二
〇
一
六
年
一

二
月｢

竹
炭
入
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
セ
シ
ウ
ム
・

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
吸
着
特
性｣

◆
第
六
回

Ａ
Ｍ
Ｎ
８

(

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド)

二
〇
一
七
年
二
月

｢C
aesium

and
Strontium

A
dsorption

A
bility

of

A
ctivated

B
am
boo
C
harcoal｣

◆
第
七
回

Ａ
Ｍ
Ｎ
８

(

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド)

二
〇
一
七
年
二
月

｢T
he

C
easium

and
Strontium

adsorption

propertiesof
bam
boo

charcoal-contained
con-

crete
block｣

◆
第
八
回

日
本
熱
処
理
技
術
協
会
中
部
支
部
講
演
会

(

名
古
屋)

二

〇
一
七
年
三
月

｢

炭
化
時
間
の
違
い
に
よ
る
籾
殻
炭
の
水

溶
液
中
の
セ
シ
ウ
ム
及
び
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
吸
着
へ
の

影
響｣

◆
第
九
回

日
本
材
料
学
会

東
海
支
部

第
一
一
回
学
術
講
演
会

(

名
古
屋)

二
〇
一
七
年
三
月

｢

籾
殻
炭
の
水
溶
液
中
の

セ
シ
ウ
ム
及
び
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
吸
着
特
性｣

(

五)

出
版

○
叢
書叢

書
40

『

学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

探
求』

二
〇
一
六
年
一
二
月
二
六
日

発
行

叢
書
41

『

ロ
シ
ア
の
現
在
―
文
化
的
・
社
会
的
諸
相』

二
〇
一
七
年
三
月
一
〇
日

発
行

叢
書
42

『

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
管
理
制
度
の

形
成
―
現
状
と
課
題』

二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
発
行
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○
紀
要

『

社
會
科
學
研
究』

三
七
巻
第
一
号

二
〇
一
六
年
一
〇
月
三
一
日

発
行

『
社
會
科
學
研
究』

三
七
巻
第
二
号

二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日

発
行

(

六)

公
開
講
座

○
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

・｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
問
題｣

古
川

浩
司

(

本
学
法
学
部
教
授)

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
四
月
二
〇
日

(
水)
一
三
時
一
〇
分
よ
り
一

四
時
四
〇
分

｢

日
本
の
領
域

(

領
土
・
領
海
・
領
空
等)
に
関
す
る
基

礎
知
識｣

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
四
月
二
七
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一

四
時
四
〇
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

一)

―
北
方
領
土｣

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
五
月
一
一
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一

四
時
四
〇
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

二)

―
竹
島｣

◆
第
四
回

二
〇
一
六
年
五
月
二
五
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一

四
時
四
〇
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
領
土
問
題

(

三)

―
尖
閣
諸
島
・

在
沖
米
軍
基
地｣

◆
第
五
回

二
〇
一
六
年
六
月
一
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一
四

時
四
〇
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流

(

一)

―
八
重
山
・
台

湾｣

◆
第
六
回

二
〇
一
六
年
六
月
一
五
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一

四
時
四
〇
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流

(

二)

―
対
馬
・
釜
山｣

◆
第
七
回

二
〇
一
六
年
六
月
二
二
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一

四
時
四
〇
分

｢

知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
国
境
交
流

(

三)

―
稚
内
・
サ
ハ

リ
ン｣

◆
第
八
回

二
〇
一
六
年
六
月
二
九
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一

四
時
四
〇
分

｢
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題

(

一)

―
五
島
列
島｣
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◆
第
九
回

二
〇
一
六
年
七
月
六
日

(

水)

一
三
時
一
〇
分
よ
り
一
四

時
四
〇
分

｢
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の
境
界
問
題

(

二)

―
小
笠
原
諸
島｣

・｢

第
九
回
台
湾
史
研
究
講
座
日
本
統
治
下
台
湾
の
研
究｣

◆
第
一
回

二
〇
一
六
年
九
月
二
七
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一

八
時
一
〇
分

｢

台
湾
で
の
日
本
語
教
育
の
歴
史｣

◆
第
二
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
四
日

(
火)
一
六
時
四
〇
分
よ
り
一

八
時
一
〇
分

｢

台
湾
で
の
日
本
語
教
育
と
は
何
だ
っ
た
の
か｣

◆
第
八
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
二
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
八
時
一
〇
分

｢

台
湾
統
治
と
教
育｣

酒
井

恵
美
子

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
三
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
八
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
八
時
一
〇
分

｢

植
民
地
に
お
け
る
社
会
事
業
家｣

◆
第
四
回

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
五
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
八
時
一
〇
分

｢

台
湾
、
朝
鮮
、
日
本
の
福
祉
文
化
的
基
盤
の
比
較
検
討｣

◆
第
一
一
回

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
三
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
八
時
一
〇
分

｢

植
民
地
と
社
会
事
業｣

大
友

昌
子

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

◆
第
五
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一

八
時
一
〇
分

｢

台
湾
統
治
と
台
湾｣

◆
第
六
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
八
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一

八
時
一
〇
分

｢

日
清
戦
争
と
台
湾｣

◆
第
七
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
五
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

一
八
時
一
〇
分

｢

台
湾
総
督
府｣

◆
第
九
回

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
九
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
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一
八
時
一
〇
分

｢

台
湾
総
督
府
文
書｣

◆
第
一
〇
回

二
〇
一
六
年
一
二
月
六
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一

八
時
一
〇
分

｢

建
功
神
社
と
台
湾
護
国
神
社｣

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

(

七)

そ
の
他

〇
中
京
大
学
研
究
交
流
会

◆
第
九
回

二
〇
一
七
年
一
月
二
四
日

(
火)
一
六
時
よ
り

一
六
号
館
六
階
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

｢

中
京
大
学
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス｣

安
村

仁
志

(

本
学
学
長)

〇N
E
X
T
10

行
動
計
画

N
E
X
T
10

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
京
大
学
先
端
共
同
研
究
機
構

運
営
委
員
会
を
、
七
回
開
催
し
た
。

〇
イ
タ
リ
ア
と
の
学
術
交
流

二
〇
一
七
年
三
月
二
〇
日
〜
二
八
日

｢

戦
争
の
記
憶
と
記
録
化
―
和
解
論
を
め
ぐ
っ
て
―｣

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

｢

中
国
国
民
党
政
権
の
成
立
と
日
本
世
論
―
北
伐
を
中
心
に
―｣

ア
ン
ド
レ
ア
・
レ
ヴ
ェ
ラ
ン
ト

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
ア

ジ
ア
・
地
中
海
ア
フ
リ
カ
学
科)

｢

台
湾
に
お
け
る
地
震
の
記
録
―
一
九
三
五
年
と
一
九
九
九

年
の
台
湾
大
地
震
を
事
例
と
し
て
―｣

東
山

京
子

(

本
研
究
所
研
究
員)

｢

上
代
文
学
の
諸
相
と
発
展｣

佐
藤

隆

(

本
学
文
学
部
教
授)

｢

江
戸
時
代
の
書
物
と
出
版｣

柳
沢

昌
紀

(

本
学
文
学
部
教
授)

｢

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
、
伝
統
演
劇
の
魅
力｣

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
・
ル
ペ
ル
テ
ィ

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

大
学
ア
ジ
ア
・
地
中
海
ア
フ
リ
カ
学
科)

｢

若
者
言
葉
と
外
来
語｣

酒
井

恵
美
子

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

｢

日
本
語
教
育
とe-Learning:a4edu,E

dukanji,JA
LE
A
,

H
iJ

。｢

カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ｣

大
学
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

そ
の
背
景｣｣

マ
ル
チ
ェ
ッ
ラ
・
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学

ア
ジ
ア
・
地
中
海
ア
フ
リ
カ
学
科)

＆
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・

マ
ン
テ
ッ
リ

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
ア
ジ
ア
・
地
中
海
ア

フ
リ
カ
学
科)
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